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アマ ゾ ンの シ ャー マ ニ ック ・ヴ ィ ジ ョ ンの表 象
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Representation of Amazonian Shamanic Visions
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1　 展 示 コ ー ナ ー の 構成

2　 シ ャ ー マ ニ ッ ク ・ヴ ィジ ョ ンの 表 象

3作 品解説

4　 フオーラムとしての展示

1　 展 示 コー ナ ーの構 成

　 「アマゾ ンのシャーマニ ック ・ヴィジョン」の コーナーは3つ のテーマに分けて構

成 された。す なわち 「先住民 のシャーマニズム」,「呪術師の シャーマニック ・ヴィジ

ョン」,「サ ン トダイ ミ教」 であ る。いずれ もアヤ ワスカを摂取することによって生ず

る体験 を前提 と して展 開す るものである。 アヤ ワスカによって もたらされる意識変容

の体験 は視覚 にか ぎらず,聴 覚,皮 膚感覚 などにおよぶが,視 覚 に重点 をお く展示の

性格 か ら 「ヴ ィジ ョン」 とい う用語 を もちいている。 アヤ ワス カとはケチュア語で

「死者 の蔓」 を意味す る蔓性の幻覚植物の ことであるが,そ れか らつ くられる液体 を

さす言葉 として も通用 してい る。しか し,呼 称は民族や教団によって異な り,ヒ バロ(民

族)で はナテーマ,マ デ ィハ(民 族)で はラミ,コ ロンビアではヤへ,ブ ラジルでは

ジャグー ビなどの呼称 をもつ。 またその液体 のことをブ ラジル ・アマ ゾンで結成 され

たサ ン トダイ ミ教ではサ ントダイミやダイ ミ,ウ ニオン ・ド・ヴェジェ タル教では シ
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ヤ(茶)と かヴェジェタル(植 物)と 呼んでいる。

　幻覚剤は世 界で100種 類 以上 も知 られているが,ア ヤ ワスカをは じめ,そ のほ とん ど

は中南米で使 用されている。それは供犠や シャーマニ ズムな どの宗教的観念 をともな

うものであ り,祭 司や シャーマ ンなどの宗教 的職能者の管理下で宗教 的 目的のために

使 われて きた。

　 アヤ ワス カの液体 は実際にはす くな くとも2種 類の植物 か らで きている。 ひとつは

蔓性 のバニステ リオプシス ・カア ピ(Banisteriopsis　 caapi)で あ り,も うひ とつ は灌木

のサイコ トリア ・ヴ ィリジス(Psychotria　 viridis)で あ る。前者は木質の茎を,後 者は

葉 を使用す る。なぜ な ら,ア ヤワスカにはハーマ インとかハーマ リンな どの幻覚性物

質が含 まれているの だが,そ の効力 は蔓自体にはほとん どな く,む しろ蔓をたた きつ

ぶ し,も うひとつ の植物 と混合 した水溶液 を飲 むことに よって生 じるか らであ る。そ

れが スペ イン語 でチ ャクローナ,ポ ル トガル語 ではシャクローナと呼ばれているサ イ

コ トリア ・ヴィリジスであ り,そ こには トリプ タミンな ど幻覚作用 をもつ数種の アル

カロイ ドが含有 されてい る。トリプ タ ミンは人工のLSDと よ く似た分'nfi成 に なって

いて,最 近の有力 な学説に よる と,お もに幻覚 にかかわるのが トリプタミンであ り,

ハ ーマ インやハーマ リンは トリプ タミンの効力を無効にするために発生するモ ノア ミ

ン ・オキシダーゼを破壊する作用 をもつ といわれている。

　 アヤワスカの水溶液が体内に摂取 され ると,人 間の意識を変成 させ,い わゆる幻覚

症状 をひきお こす こ とになる。 しか し,習 慣性 は無 きにひ としく,依 存症 をひきお こ

す危険性 は低い といわれている。 ブラジルではアヤワスカを麻薬 に指定すべ きか どう

かをめ ぐって,1980年 代 以降,マ スコ ミや政府な らびにアヤ ワスカを儀礼 的に使用す

る教 団を巻 き込んだ社会問題が生 じた(中 牧1992a:53-57,2000:206-210)。

　 これまで アヤワスカはアマゾ ンやアンデ スの先住民社会において,見 えない精霊の

世 界と交流するために摂取 されて きた。デサナ(民 族)の ように,そ れを飲 んで見 る

ヴ ィジ ョンの体験 か ら,「神話」の ような物語 を 「現実」の ものと して納得す る役割 り

もはた して きた(ラ イヘ ル=ド ルマ トフ1973:214)。 先 住民社会以外の人び とにとっ

て も,呪 いや予兆 をさ ぐる手段 として,ま た前 世や来 世を知る手立て として,ア ヤ ワ

スカのヴィジョンは希求の対象 となってきた。

　 アヤワスカの製造 方法,使 用形態,ま た実際に使用す る時の儀礼 に関 しては,先 住

民の各集団 によってそれぞれ異なっている。他方,ク ランデーロ と呼ばれる呪術師 に

よって使用 され るしかたも,ク ラ ンデーロごとに差異があ る。教団宗教になったサ ン

トダイミ教 とか ウニオ ン ・ド ・ヴェジェ タル教の場合,そ れぞれの教義 も儀礼 の形態
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も異 なっている。

　展示では 「先住民の シャーマニズム」のコーナーでマデ ィハのアヤ ワスカ(ラ ミ)

製 造過程を示す写真 と解説 に くわ え,「 ラ ミづ くり」の ビデオ(約3分)を 放映 した。

またアヤ ワスカの液体 をいれるマ ルポ(民 族)の 土器製容器やセ ッションで使用 され

写真1　 先住民のシャーマニズム

写真2　 サントダイミ教
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るマデ ィハの笛や楽弓 を展示 した(写 真1)。 展 示 にもちいたマデ ィハの資料 はすべ て

ブラジルの ジュルア川下流域 のジュルア先住民 区に住む人びとが使用 しているもので

ある。

　 「呪術 師の シャーマニ ック ・ヴ ィジ ョン」 の コーナーで はペ ルー人の メステ ィソ

(混血の人の意)の 画家で,呪 術師 として も活動 していた時期のあるパブロ ・アマ リ

ンゴの絵画を9点 展示 した。 これが本稿 の主題 となっている。 なお,展 示場解説(後

述)で は 「非先住民の元呪術 師」 とした。

　 「サ ン トダイ ミ教」の コーナーで は儀礼服 をまとった男女 メンバーの人形 を中心 に,

教 団の十字架,賛 美歌,マ ラカスなどを展示 した(写 真2)。

　 「越境」 とい う展示のテーマに即 していえば,ア マゾ ンにおいて長い間使われて き

たアヤ ワス カが先住民の社 会を越 えてペルー人 とかブラジル人の間に広 まってい き,

さ らに教団宗教 の形態 をとって都市部に伝播 しつつある点 を示す ことに展示の意義が

求 められた(中 牧1999:46-49)。

　 アヤ ワス カの 「越境」は特 に1970年 代 以降顕著 になった傾向であ り,ブ ラジルの都

市部 に広 まった要因のひ とつ にはアマ ゾンの大規模な開発が深 く関係 している。その

流れ に乗って都市部の住人がアマ ゾンの奥地へ はい りこみ,ア ヤ ワスカを使用する宗

教　 　サ ン トダイ ミ教やウニオ ン ・ド ・ヴェジェタル教 　　に出会 うこ とになった。

他方,日 本の 「精神世界」,欧 米の 「ニューエイジ」の ようなあた らしい霊性 を求めて,

アマ ゾンの奥地で根づいた宗教 に魂の癒 しや救済 をみいだそ うする人び とも増加 した。

その人たちの一部 はアマゾ ンか ら都市部に戻 って支部を結成す るな ど,新 たな拠 点づ

くりを開始す るようになった。現在では,さ らにヨーロ ッパやア メリカにつたえ られ,

ま た一部は 日本 にも伝播 するようになっている。アマゾ ンの シャーマニズムはあた ら

しい形態を とって人び との心 をとらえ,ア ヤワス カの 「越境」は現代社会 にひとつ の

課題 をつ きつ けている。疫病 のアナロジーは誤解 をまね きかねないが,ア ヤ ワス カの

「越境」 はエ ンデ ミックな風土病的 な状態 か らエ ピデ ミックな流行病 的な広が りを示

してい るのである(中 牧1992a;2000)。

　 シャーマニ ック ・ヴィジ ョンのアー トは以上の ような 「越境」 と同様 の脈絡のなか

で取 り上げ られてい る。パブロ ・アマ リンゴの絵画の構 図は,彼 がシャーマ ンの時に

体験 した さまざまなヴィジ ョンにもとついているとされる。同時に,次 章の永武ひか

る報告 にあるように,彼 の展 覧会 は1986年 以 来,ス トックホルムやニューヨー クをは

じめ 世界各地 で開催 されて きた。 日本で も同氏の尽力によってい くつ か展覧会が開か

れてい る。彼 自身も1994年 と1999年 に2度 来 日した。アマ リンゴの絵画 はペ ルー より
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も 外 国 に お い て む し ろ 注 目 さ れ て い る の で あ る 。

2　 シ ャ ー マ ニ ッ ク ・ヴ ィ ジ ョ ンの 表 象

　 今回のシンポ ジウムの 目的 に沿って少 し説明を くわえると,ま ず最初の点は,民 族

文化を表象す る際になぜ アー トを選んだか についてであ る。 シャーマニ ック ・ヴィジ

ョンのような主観的で感覚的な視覚認識 を展示するのはきわめて困難であ る。従来の

シャーマニズムに関す る展示では,シ ャーマ ンの使用す る道具,身 に着け る衣装,太

鼓や笛 のような楽器,ガ ラガラの ような小道具,精 霊の彫像,幻 覚性植物の見本やそ

れを保管す る容器 な どをならべるこ とによって シャーマニズムの世界 を示 して きた。

もちろん写真や ビデオなどが儀礼 な どの外観を示す有力な手がか りとなっていた。そ

の意味で,今 回の 「先住民の シャーマ ニズム」 のコーナーはその域 をで るものではな

かった。

　 しか しなが ら,シ ャーマニズムの核心的 な部分は トランスにあ り,そ の時に神がか

りの体験 をした り,あ るいば恍惚 的な境地 に入った りする ことがおお きな意味を もっ

ている。 また同時に,シ ャーマ ンはさまざまな精霊 を操作する といわれている。そ う

い うこ とが 口で語 られ,文 章に も書かれ るけれ ども,そ れを展示で表現するこ とは困

難を きわめ る。その点,シ ャーマニズムの特異 な体験 を絵 画に表現 した ものはひとつ

の突破 口とな りうる とかんがえ られた。 もちろん,こ れ まで もそうした絵 画や彫刻が

展示 されてこなかったわけではなかった。だが,パ ブロ ・アマ リンゴの絵 画は具象的

な イメージと極彩色の色づかいに特徴があ り,ト ランス体験 の表現形態 としては群 を

抜 く作 品の ようにお もわれた。それを効果的に使用すれば,ト ランスの視覚化 と越境

するシャーマニズム的 な世界を同時 に表示で きるのではないか と期待 された。つ ま り,

パ ブロ ・アマ リンゴの絵画はアヤワスカの体験 を描写 している稀有 な例である と同時

に,美 的鑑賞に も十分堪え うる ものであ る。 しか し,そ れ以上 に トランス体験 の動的

表象 として活用す る価値があるようにお もわれた。

　 アヤワスカ体験 をイラス トで表現 した もの としては,サ ン トダイ ミ教での体験 に関

する ものがある。そ こでは神が 「顔」 としてあ らわれ巨大化 し,作 者は 「力 のぬけた

甘美な軽 さのなかでの静寂 と光輝」 につつ まれた(中 牧1992b:27-28)。 ブ ラジル と

コロ ンビアの国境地帯 に住むブラジル側の トゥカー ノ(民 族)の えがいた絵画作品の

なかにも,シ ャーマ ンの吐 き出す タバ コの煙 とともに幻覚体験の なかで見えたシャー

117



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国立民族学博物館研究報告別冊　22号

マニ ック ・ヴィジョンを描写 した ものがあ る。これはサ レジオ会の神父が トゥカー ノ

にえがかせた ものである。 しか し,そ れ らは トラ ンス体験の断片であ って,動 的 ヴ ィ

ジョンを表現するのにふ さわ しい作品ではなかった。

　実際,ア ヤ ワスカのもたらすヴ ィジ ョンは夢 のようにたえず うこいている。それは

写真 のような静止画像で はなく,映 画の ような動的画像である。 したがって,ト ラン

ス状態の ヴィジョンを疑似的に追体験す るためには,静 止画よ りも動画がのぞま しい。

アマ リンゴの構 図には静止画であ りなが ら動画のイメー ジが多分 にも りこまれている。

そ こにシャーマニズム展示の活路 をみいだそ うとして,後 述す るようなコンテ ンツ作

成に とりかかった。

　 ところで,ア ヤワスカ体験 が豊富で熟練 したシャーマ ンになるとヴィジョンをコン

トロールで きる ようになるとい う。 しか し,… 般的 には 自分の意図 とは関係 な くヴィ

ジョンが展開する。酒 に酔 って記憶 を喪失するのとは異な り,ト ランス状態で も意識

は鋭敏 に覚醒 しているので,そ のヴ ィジ ョンを鮮明 に記憶 してお くことは可能である。

したが って,過 去の記憶 にもとつ いて絵 をえが くとい うことは十分あ りうることであ

る。 アマ リンゴの作 品は画家の イマ ジネー ションをキ ャンバスに表現 した というよ り

も,彼 の アヤ ワスカ体験 に画家のイマ ジネー ションを加味 したというほ うが的 を射て

いるであ ろう。

　 もっとも,ア マ リンゴの作 品が アヤ ワス カ体験の ヴィジョンをその まま表現 してい

るか どうかは別の問題であ る。 た とえば大蛇 とかジャガーはアマ ゾンの森や川のたた

ず まいの なかにか きこまれているが,ヴ ィジョンで はかな らず しもその ように見えた

わけで はないだろ う。それゆえ,ひ とつの美的な表現のなかにシャーマニ ックな世界

が どのように表象され てい るかが次 に問題 とされな くてはならない。

　 まず最初に注 目され ることは,ア マ リンゴの絵 にはかな らず儀礼の場面が えがかれ

ている点である。それ はアヤ ワスカのセ ッションの様 子である。アヤワスカをいれる

壷が あ り,人 び とを癒 している場 面が描写 されてい る。アマ リンゴに よると,文 化人

類学者の ルイス ・エ ドワル ド ・ルナにすすめ られて,セ ッシ ョンの場 面をか ならず挿

入 してい るのだ という。 また,実 際に筆をとる時,「 精霊の神話的変化」で はセ ッショ

ンの場面か ら描 きは じめた と国立民族学博物館 の研究会では語 っていた。

　 第2の 特徴は,ふ つ うは目に見えない精霊 の世 界が具象的にか きこまれている点で

ある。木はたんなる幹や枝や葉 の合体 した もので はな く,ア ヤ ワスカの母や インカの

精霊 をや どしている存在で もある。 目には見えない世界がアヤ ワスカを飲む ことによ

って見えて くる。そういう場面がふんだんに描写 されているのがひ とつのおお きな特
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質 といえる。

　 第3に,一 種 の 「曼陀羅」 的な構図 を指摘 で きる。た とえば善 なる精霊 と悪 の精霊

が抗争す るとい う構 図もあれば,森 の世界 と水 の世界 を対照 させ なが らえがいている

もの もあ る。特 定の構図が定 まってい るわけではないが,ア マ リンゴに特 有の世界が

表現 されている。 そこにはアマ リンゴのオカル ト的 な知識に もとついた もの もあれば,

イ ンカの神話的世界 の表象 もみ られる。 また彼 は色 にさまざまなシンボ リズムをこめ

ることもあれば,キ リス ト教やフ ォー クロアのテーマ をもりこんで もいる。

　最後 に,ア マ リンゴの絵画制作 にはシャーマニズムの研究者が深 く関与 している点

が あげられる。呪術 師の活動 をやめてか ら,絵 の制作に取 り組 むようになったのは,

先 述の ルイス ・エ ドワル ド ・ルナ と生化学者のデニ ス ・マ ッケナにすすめ られたか ら

である。 シャーマニズム研 究者が アマ リンゴに絵筆 をとらせ,そ の作品を世界 に広め

るエー ジェン トの役割 りをはた した。彼 らは学 会で アマ リンゴの絵画についての報告

をす るだけでな く,ア マ リンゴを ともない講演 会などの場 において彼の口を とお して

語 らせている。 また美術館や博物館がパブロの絵 を展示する とともに,彼 を招 いて講

演 会な どの企画 をお こなっている。永武 ひか るの ようにNGOの 活 動 をとお して アマ

リンゴの絵画学校 を支援する というようなこ ともなされて きた。 この ように研究者や

美術館の介在 によって,ペ ルー ・アマ ゾンの一介の呪術 師が世 界的に も有名なシャー

マニ ック ・ヴ ィジ ョンをえが く画家 に変貌 していったのである。 ちなみにアマ リンゴ

の絵の才能は 肖像画や風景画をえがいて小遣 い稼 ぎをいた頃に開花 し,さ さやか な贋

金づ くりをしていた時 に磨かれたと推測 される(永 武1998:131-132)。

3作 品解説

　パ ブロ ・アマ リンゴの絵画 を国立民族学博物館は9点 所蔵 している。それ らはすべ

て特別展で展示 され たが,最 初の構想 と実際の展示 との間で生 じた若干の問題 につい

て述べ ることにす る。

　まず,8点 の作品はふつ うの美術館展示の ように垂直につ るしたが(写 真3),縦

144cm,横197cmの 大 作 「精霊 の神話的変化」 は実験的に水平 に置いてみた(写 真4)。

というのは,先 述の ようにこれを一種の 「曼陀羅」 としてみ る場合,砂 絵 曼陀羅の よ

うに四方か ら間近 に見れ るように した らどうか とかんがえたか らである。作者 は水平

に観賞 されるこ とを予想 して構図 を決めたわけではないが,床 面か ら60cmほ どの高 さ
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写 真3　 パ ブ ロ ・ア マ リ ン ゴ に よ る ギ ャ ラ リー トー ク

写真4　 「精霊の神話的な変化」とモニター

に固定 し,上 か らのぞ きこめ るように した。 この展示方法 に関 し,作 者か らも来館 者

か らも特 にクレームはつか なかったが,積 極的に肯定する声 も聞 こえてはこなかった。

　解説文に関 しては,当 初,概 説 「呪術師の シャーマニ ック・ヴ ィジ ョン」(下 記)な

らびに個 々の絵画のテーマ と作者名だけを文字情報 として提示 した。 というのは,「精
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霊の神話的変化」の近 くにCGを とりこんだ解説用 のモニ ターを1台 設置 したからで

ある(写 真4)。 しか し,オ ープ ンしてか らそれだけでは解説が不 充分であるこ とが判

明 した。 なぜな ら,来 館 者は個々の作品の解説をその場で必要 としていたか らであ る。

アマ リンゴの構 図は象徴的 な意味に満 ちていて,一 見 して理解 で きる性格の ものでは

ない。モニ ターにた どり着 く前に人びとの疑問にこたえることは,当 然の要請でもあ

った。 こうして くわえたやや長めの解説 を以下に提示 してお く。 これは次章に掲載 さ

れている,ア マ リンゴか ら直接 聞 き書 き した永武ひか るに よる詳細 な解説を参照 して

作成 したので,比 較のために例示 してお く。なおパブロ・アマ リンゴの人生や世界観,作

品やその解説 につ いては,関 連の著作(Luna　 and　Amaringo　 l　991;ア マ リンゴ ・永武

1998)を あ わせ て参照 されたい。

・呪術師のシャーマニック ・ヴィジョン

　パブロ・アマリンゴ(1938-)は ペ ルー・アマゾンの非先住民の元呪術師である。呪術

師は病気の原因をさぐり,病 人を治療する。そのとき,ア ヤワスカとよばれる液体をみ

ずか らも摂取 し,ま た信者にも与え,集 会のなかで癒 しをこころみる。アマリンゴは文

化人類学者の求めに応 じ,自 分で体験 したシャーマニック・ヴィジョンを絵画に描 くよ

うになった。その絵のなかには,ア ヤワスカの入った壷をかこんでおこなわれる集会,

病人の失われた魂を求めて空中飛行をするシャーマン,動 物の姿をした善 と悪の精霊の

戦いなど,水 と森の世界を舞台にくりひろげられる神秘的な世界が一種のマンダラのよ

うに描 きだされている。(展 示場解説)

1　 シャーマンの飛行　パブロ ・アマリンゴ作　1997

　高位のシャーマンはアヤワスカを飲むと霊的な身体となって空中を飛行する。その身

体のまわりに輝 く光輪はシャーマンの霊力をあらわ し,は てしない宇宙への飛行によっ

て過去,現 在,未 来を見るといわれている。飛翔感はシャーマニズムに特有の感覚でも

ある。(展 示場解説)

2　 母なるアヤワスカ　パブロ ・アマリンゴ作 　1994

　作者の見たヴィジョンのひとつでは,ア ヤワスカは占代エジプ トの女帝だった。虹の

髪飾 りと紫の衣を身に着け,胴 はアヤワスカの蔓で,足 は大地 とつながっていた。その

アヤワスカをまもる,生 物の姿をした精霊たちも描かれている。右側の植物はチャクル

ーナで
,そ の葉をアヤワスカと混合することによって,ヴ ィジョンが見えるようになる。

(展示場解説)

3　 地中のシェルター　パブロ ・アマリンゴ作　 1991

　 シャーマ ンは,猿 や鳥たちを使って攻撃をしかける悪い呪術師からのがれるため,弟
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子や患者を連れて,地 中の奥に身を潜める。 シャーマ ンは治癒力を示す白いオーラを発

し空中に浮かんでいる。入口をかためるのは狩人の先住民であり,毒 ガエルや敵の槍を

すばや く奪 う猿 もシャーマンの儀礼をまもっている。(展 示場解説)

4　 黒アヤワスカ　パブロ ・アマリンゴ作　 1989

　 黒いアヤワスカは幻覚作用が強く,偉 大なシャーマンだけがそれを乗 りきることがで

きる。ヴィジョン自体も黒か,黒 い青や紫であるという。霊界の長ケセルが中央上部で

輝 きシャーマ ンの活動を支援する人魚や動物たちも暗黒色で描かれている。(展 示場解

説)

5　 魔法の塔　パブロ ・アマリンゴ作　1991

　作者の見た魔法の塔には霊界の長老たちが住んでいて,霊 性が豊かで謙虚な人たちだ

けが入ることを許される。偉大なシャーマ ンや霊的な入たちは,サ ファイアの衣服をま

とった天使たちに迎え入れられ,霊 的な交流が くりひろげられる。塔は真珠で,柱 はダ

イヤモンドである。(展 示場解説)

6　 精霊のカ　パブロ ・アマ リンゴ作　1997

　 シャーマ ンは患者に息(タ バコの煙)を 吹きかけて活力を与え,助 手はアヤワスカに

息を吹きかけヴィジョンが明確になるようにしている。シャーマ ンの背後の森にはシピ

ボ族の男女の顔が見え,上 方にはインカの人々がいる。空からは霊的な人物が電磁気の

波をぬって降 りてきている。左側は聖者たちの住む聖域である。(展 示場解説)

7　 アヤワスカの聖性　パブロ ・アマリンゴ作　1997

　左 右両側に白とピンクの花をつけたアヤワスカの蔓が描かれている。チェス模様の上

にシャーマ ンがひざまずき,左 右にチャクローナの灌木が大地に根を張っている。シャ

ーマンの後ろの箱からは宇宙のエネルギーが放出され,思 慮ぶかい男女を通 じて科学が

発展するという。 ヒ方の三角形は愛,叡 智,公 正をあらわしている。(展 示場解説)

8　 海の精たちの電磁気　パブロ ・アマリンゴ作　1995

　 アヤワスカのヴィジョンで作者は海の精たちを見た。人魚のような女精たちは海中の

宮殿に住み,楽 器をかなでて歌に興 じていた。緑色の髪をしているのが王女である。そ

こには磁力を帯びて振動するスクリーンがあ り,地 球や宇宙のあらゆることを過去,現

在,未 来にわたって見ることができる。上方の蛇たちは雲の中をゆきかい,シ ャーマ ン

にアマゾンの知識を教えてくれる。(展 示場解説)

9　 精霊の神話的な変化　パブロ ・アマリンゴ作　1998

　霊 力のあるシャーマンが頭から火をふき患者の治療にあたっている。その下にはサ ッ
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　　 チャママ(森 の母)と いう大蛇が描かれている。それは川にすみかを移すとヤクママ

　　 (水の母)と なり,船 に変わることもある。川イルカが長身の魔性の女性に変身し,古

　　代都市ア トランティスに向かって歩いている。古代都市の隣には白い眉と髭をもつ,公

　　正をつかさどる王がいる。その上方の白髪白髭の賢者と風の女精2人 はそれぞれ霊感と

　　 精神集中をもたらして くれる。賢者の左 には トゥカーノ鳥のような人間がいて,呪 いに

　　 かかった人を救済する。右上方のカワウソや右下方の黒いピューマは牙をむき出し,シ

　　 ャーマンの儀式をまもっている。 ピューマの上には白いくちばしをもった青い粘液マリ

　　 リが描かれている。マリリもシャーマンをひそかにまもって くれる存在である。中央の

　　 アヤワスカの蔓,中 央下の 「象の耳」,右 上のパパス トルエノなど,シ ャーマンが使 う薬

　　草 も描写されている。(展 示場解説)

　 以上の解説パ ネルに くわえ,先 述 のようにス タンドア ロー ンのコンピュー ターを使

用 し,モ ニ ターで解説映像 を提供 した。そのコ ンテンツは ソニ・一　PCLと 共 同で作成 し,

導 入部の解説の後,「 シャーマ ンの世 界」,「精霊 の世界」,「癒 しの世界」という3つ の

扉を開 くと,そ れぞれの解説が絵画の部分映像 をともなって聞けるようになっていた。

バ ックグラウン ド音楽 はシンセサイザーで作成 された。当初の構想では コンピュー タ

ー ・グラフィックスを駆使 して次 々とうつ りゆ くシャーマニ ック ・ヴィジ ョンをパブ

ロ ・アマ リンゴの構図 を素材 に して展開 しようとした。た とえば,川 イルカが人魚や

女性 に変身 した り,大 蛇が川船 に変貌 した りす る映像を構想 した。 また,大 蛇や精霊

にうごきをくわえて もみたかった。 しか し結果 と しては,UFOを う こか した り,ロ ウ

ソクの炎 をゆ らめかせた り,シ ャーマ ンが息 を吹 きかける程度の ことしか実現で きな

か った。 コンピュー ター ・グラフ ィックスの映像制作にはか な りの資金 を必要 とし,

許 された予算 の範囲では十分満足のい くものはで きなかった。

4　 フ オー ラム と して の展 示

　最後に,こ の展示 コーナーで どうい う来館者の反応が あったかにつ いてふれてお き

たい。特 別展示場の出口で感想 を自由に書 いて もらったが,そ こには 「きれいだった」

とい うぐらいの ことしかなかった。 しか し,来 館者の中にはアマ リンゴの絵に手をか

ざしてみた り,あ るいは手 を広げて絵 か らパ ワーを受 け取 るとい うような行動を とっ

た人がいたようである。美術館 には仏像 にお奏銭をあげる人がいるけれ ど,絵 か ら神

秘的な霊力 を感 じ取 ろ うとす る人たちはいわゆる 「精神世界」 に関心 をいだ き,そ れ
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を実践する人び とではなかったとかんがえ られ る。ある高校 の美術教師 も絵 と接 した

時の神秘的な感動 を手紙に したためて送って きた。そ うい う意味では,ア マ リンゴの

神秘的作 品はいささか特異な絵 なのか もしれない。

　パブ ロ ・アマ リンゴ氏 を当初 はギ ャラリー ・トー クのために招聰する予定 はなかっ

たが,永 武 ひか る氏の尽力によ り,東 京方面の講演会 と合 わせて国立民族学博物館で

もギ ャラリー ・トークが実現 した(写 真3)。 また,こ の シンポジウムのプ レ・シンポ

とい う形 で研究会 も開催できた。

　 なお,シ ンポジウム報告 の最後にNHK「 新 日曜美術館」の ビデオを見せた。それ

は1999年12月5日 に放 映された もので,パ ブロ ・アマ リンゴのギ ャラ リー ・トー クを

中心 に まとめた紹介番組 であ る。
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